






JET プログラムは今年、創設 30年目を迎え、これま
での成果を振り返り、今後の発展に繋げることを趣旨と
して記念式典を 11月 7日（月）に開催する。
関連事業として、国際会議の開催や動画コンテストお

よび「JET ありがとうキャンペーン」を実施するほか、
世界各地の JETAA（JET 参加者の同窓会組織）による
30周年関連イベントなども予定されている。このよう
に日本だけでなく世界が一体となって JET プログラム
30周年を盛り上げ、より多くの理解と支持を得るため、
JET 事業を日本国内および海外に幅広く PRする。

JET プログラム 30 周年記念式典
○日時：平成 28年 11月 7日（月）
・記念式典：14：30～17：30
・レセプション：18：00～19：30

○場所：都内ホテル
○主催：�総務省・外務省・文部科学省・自治体国際化協会
○招待者：�自治体関係者、JET 参加者、JET 経験者、�

在日大使館関係者、政府関係者など
式典では、現役 JET 参加者および世界中の JET 経験

者が、国際社会において JET プログラムが果たしてき
た役割や今後の方向性などを共有し、日本との絆を強化
する「JET 宣言」を発表する。また、JET 参加者が地域
の魅力を紹介した動画コンテストの表彰などを同時に実
施する。

国際会議
30 周年を迎える JET プログラムが今後も発展してい

くには、優秀な JET 人材確保のための海外での広報を
はじめとする活動への JET 経験者の協力が必要不可欠
である。JET 参加者が 65 か国、6万 2,500 人を超え
るまでに達した現在、これまで以上に、JET 経験者同士
が結びつき、国同士が連携し、情報共有を図る必要があ
る。
そのため平成 27年度には、平成 23年以来となる国

際会議を開催し、現役 JET 参加者、JET 経験者の代表

者により、今後の連携などについて議論を行った。
そして今年度は、記念式典の前日に国際会議の開催を

予定している。
国際会議では翌日発表する「JET宣言」の採択のほか、

この宣言に基づいて各国の JETAAがどういった活動を
するかなどについて議論される予定である。

JET プログラム 30 周年記念事業
（1）動画コンテスト

JET 参加者の目を通した日本、地域の魅力を世界へ発
信する動画を募集している。27 年度は「秋・冬」を、
今年度は「春・夏」をテーマに募集を行っている。27
年度は 50本の動画が投稿された。投稿された動画は、
今後審査委員会で最優秀賞などを選定し、30周年記念
式典で表彰する。また、投稿動画はダイジェスト編集し、
式典で上映するほか、地域のプロモーション利用など積
極的な活用を図る。
○募集期間：平成 28年 4月 7日～8月 10日
○投票期間：平成 28年 6月 1日～8月 31日
○ JET プログラム
動画コンテスト特設サイト（日本語版）
�https://jetvideocontest.com/sys�
tem/international2/pc/?contest_
pk=1

平成 27 年度の国際会議の様子
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（2）JET ありがとうキャンペーン
世界中の JET プログラム関係者が誰でも 30 周年記

念事業に参加できるよう、JET プログラムを通じて出
会った人々やJETプログラムそのものへの感謝メッセー
ジを発信、共有できるキャンペーンを開催している。
応募はメッセージの文章、画像、動画いずれの形態で

も可能である。なお、投稿されたデータは選定を行い、
動画編集を行い、30周年関連イベントのほか、さまざ
まな場面で機会を捉えて上映し、JET プログラムの良さ
を国内外に広く PRする。
〇募集期間：平成 28年 5月 16日～8月 31日

（3）世界各地での 30 周年記念事業
世界各地で活躍する JET 経験者は、その同窓会組織

（JET�Alumni�Association）を中心に、30周年を記念
したイベントを実施する予定にしている。
自治体国際化フォーラムにおいても、30周年記念特

集として「日本企業で活躍する JET�OB/OG」のコー
ナーを次号から半年にわたり設けるなど、国内外での
JET プログラムの PR強化に努めることとしている。
各地方自治体におかれましても、JET プログラム 30

周年を契機に、本プログラムの PR並びにさらなる活用
に向け、ご尽力いただければ幸いである。

JET 参加者国別参加者数：アメリカが半数を超え、次いでイギリス、カナダ、オーストラリアの順

平成27年度以前のJETプログラム 参加者数
国別の参加者数 （2015年7月1日時点）

31,420 

10,332 

8,625 

4,020 2,947 

1,224 
1,168 

516 
417 280 279 275 261 

753 

アメリカ
イギリス
カナダ
オーストラリア
ニュージーランド
中国
アイルランド
南アフリカ
韓国
ドイツ
シンガポール
ジャマイカ
フランス
その他

65ヶ国から６２,５１７人
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